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公の施設等評価及びあり方方針（グループ別）【レクリエーション・スポーツ施設】44 キャンプ場
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あり方方針

外部評価

【44 キャンプ場】

　『キャンプ場』は、体験型レクリエーションの場を確保し、もって地域産業の育成及び地域間交流の促進を図る目的で設置さ

れた施設です。

　現在、市内には、公の施設として４か所のキャンプ場が設置されていますが、今後は指定管理者制度導入の可能性を探り

つつ、大規模改修時や更新時には、利用状況を踏まえ、施設の廃止も検討していきます。

　なお、下記「外部評価」の意見を合わせて本施設グループの「あり方方針」とし、着実に取組を推進していきます。

●庁内評価のとおり

（補記事項）

　しまなみ海道サイクリングロードが「ナショナルサイクルルート」に指定されるなど、圏域一体が観光資源として注目されてい

る中、多様な媒体を活用した積極的な情報発信や多言語対応など、一層の利用促進に取り組むとともに、効率的・効果的な

管理運営により、行政コストの縮減を図られたい。
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